
編

集

後

記

大
学
史に
限
ら
ず 、
史
資
料を
収
集す
る
ため
に
は
根
気
強さが
必
要で
あ
る 。

古
書
屈の
カ
タロ
グ
やイン
タ
ー

ネッ
ト

な
ど
を
小まめ
に
チェ
ッ
ク
す
る
とい
う

地
道な
作
業を
通じ
て 、
年
間
数
件で
は
あ
る
が
貴重な
資
料に
巡
り
合うこ
と
が

で
き
る 。
また 、
人
との
繋が
り
を
積
極
的に
広げ
るこ
と
も
大
切で
あ
る 。
資
料

館を
訪
問し
た
と
き 、ま
た
展
示
開
催の
際に
関
係
者や
入
場
者の
方々
に
声を
か

け
るこ
とに
よっ
て 、
新た
な
資
料が
発
見さ
れ
るこ
と
も
ある 。

今
回 、
『
専
修
大
学
史
紀
要
第3
号』
を
手に
取
ら
れ 、
本
学の
歴
史に
か
か

わ
る
情
報を
お
寄せい
た
だ
くこ
と
が
で
き
れ
ば 、
こ
の
上
ない
喜び
で
あ
る 。

(
大
学
史
資
料
課
長
岩
崎
俊
彦)




